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摂食・嚥下対策委員会　　第３回　定例会議　平成　１8年　７月21日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間　15：00～15：30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所　２階会議室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録　上川　由美子

	小笠原
	佐々木
	山田
	久保
	阿部

	　○
	○
	○
	○
	○

	北城
	上野
	上川
	川上
	田ノ上

	○
	×
	○
	○
	×



	小松
	高成
	白川
	坂口
	石花



	○
	○
	×
	×
	○


· 欠席者は必ず目を通し、知らなかったという事のないようにしましょう。
＜計画内容＞　　

1） アイス棒の物品発注について

２）嚥下機能のレベル評価表について　

　３）研修の講師についての明確化

アイス棒使用量
・南病棟→割り箸400～500本／月　特定スタッフ提供

　　　　　綿花400～500ｇ／月発注

・東病棟→割り箸200本／月使用

・南山苑→効果でなかった為現在行っていません。（次回までに分析期間、患者様の受け入れ状況確認すること。）

　

　阿部Ｇ・Ｏ・Ｍより来週会議で日用品発注にいれてもらえるように話しをします。

嚥下機能のレベル評価表

　　客観的に見て評価できるもの。患者様に負担をかけず、カルテ、食事中の飲み込みの様子で評価できるものが良いと思われます。

　　問診表Ⅰ（４枚つづり）使用がベスト。

研修の講師担当者

1 解剖生理（10月）

　　　北城・田ノ上・小松

2 評価表を使った見極め方法（11月）

　　　山田・久保・石花

3 嚥下体操、アイスマッサージ（12月）

　　　高城・坂口

4 胃ろうについて（１月）
　　　　　　上野・川上・阿部

　　２月　研修実施評価・検討

　　3月　事業報告作成・提出

次回定例会議8月18日各研修の講師担当者どのような感じで行うのか挙げてきてください。

· 目的

· どのような感じですすめるか。

· 使用するもの　　　　　　　　など

＜次回話し合う内容＞

　・研修検討内容報告

